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第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ    

 

平成26年2月14日に公表いたしました平成26年12月期第2四半期連結累計期間（平成26年1月1日～平成26年

6月30日）の業績予想と、本日公表の第2四半期決算実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

なお、平成26年12月期通期連結業績予想につきましては、本日公表の第2四半期決算短信に記載のとおり、従来の

予想からの修正はありません。 

 

記 

 

1．平成26年12月期第2四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ）
 
百万円 

31,000 

百万円 

△150 

百万円 

△250 

百万円 

△150 

円 銭 

△1.25 

実 績 値 （ Ｂ ） 
 30,826 △73 △92 △255 △2.13 

増 減 額（Ｂ－Ａ）
 △173 76 157 △106  

増 減 率（ ％ ）
 △0.6 - - -  
（参考）前期第 2 四半期実績 

(平成25年12月期第2四半期) 29,308 △153 △177 △406 △3.40 

 

 

2．修正の理由 

 売上高は広島、仙台のワシントンホテルなどの新規事業が順調に立ち上がり、前回発表予想並みとなりました。 

また、予定していた広告宣伝や投資の一部が第3四半期以降の実施になったこともあり、営業利益、経常利益は前回

発表予想を上回りました。  

四半期純利益は税金費用が増加し、前回発表予想を下回る結果となりました。  

 

 

以 上 


